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小
津
久
足
は
一
般
に
、曲
亭
馬
琴
の
友
人
、西
荘
文
庫
の
主
で
あ
る
蔵
書
家
、

小
津
桂
窓
と
し
て
知
ら
れ
る
。
伊
勢
松
坂
の
豪
商
で
、
通
称
は
新
蔵
、
の
ち
与

右
衛
門
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
八
月
十
二
日
生
、安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

十
一
月
十
三
日
没
、
享
年
五
十
五
歳
。
そ
の
文
事
に
は
、
紀
行
・
詠
歌
・
蔵
書
・

小
説
受
容
の
四
つ
の
柱
が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
み
に
お
い
て
、
卓
越
し

た
到
達
を
示
し
て
い
る
。

小
津
久
足
の
紀
行
文
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
九
歳
の
折
の
『
吉

野
の
山
裹
』
か
ら
、
没
す
る
二
年
前
の
『
梅
の
下
風
』（
安
政
三
年
）
ま
で
、

浄
書
本
で
四
十
六
点
に
も
の
ぼ
る
。
な
か
で
も
、複
数
冊
を
な
す
長
編
紀
行『
煙

霞
日
記
』（
二
巻
二
冊
、
天
保
八
年
〈
一
八
三
七
〉）『
ぬ
さ
ぶ
く
ろ
日
記
』（
二

巻
二
冊
、天
保
九
年
）『
浜
木
綿
日
記
』（
三
巻
三
冊
、天
保
十
年
）『
陸
奥
日
記
』（
三

巻
三
冊
、天
保
十
一
年
）『
青
葉
日
記
』（
三
巻
三
冊
、天
保
十
三
年
）『
桜
重
日
記
』

（
二
巻
二
冊
、天
保
十
四
年
）『
志
比
日
記
』（
三
巻
三
冊
、弘
化
元
年〈
一
八
四
四
〉）

『
海
山
日
記
』（
二
巻
二
冊
、
嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉）
は
、
い
ず
れ
も
質
量

と
も
に
充
実
し
た
近
世
紀
行
文
学
の
傑
作
で
あ
る
。
五
十
歳
で
執
筆
し
た
『
海

山
日
記
』
以
外
は
、
三
十
代
半
ば
か
ら
四
十
代
初
め
の
、
気
力
体
力
と
も
に
充

実
し
た
、
も
っ
と
も
脂
の
乗
っ
た
時
期
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
陸み

ち
の
く奥

日
記（

１
）』

は
、
同
時
期
の
雄
編
群
の
な
か
で
も
、
旅
し
た
場
所
と
い
い
、
構
成
の

妙
と
い
い
、
文
体
の
洗
練
と
い
い
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
久
足
紀
行
文
の
白
眉

と
い
え
る
。

　

近
世
紀
行
文
学
を
専
門
と
す
る
板
坂
耀
子
は
、『
江
戸
の
紀
行
文
』（
中
公
新

書
、二
〇
一
一
）
に
お
い
て
、「
江
戸
時
代
の
紀
行
の
代
表
作
は
松
尾
芭
蕉
の
『
お

く
の
ほ
そ
道
』
で
は
な
く
、
初
期
の
貝
原
益
軒
の
『
木
曾
路
記
』
と
中
期
の
橘

南
谿
の
『
東
西
遊
記
』、
後
期
の
小
津
久
足
の
『
陸
奥
日
記
』
で
あ
る
」
と
述

べ
る
。『
お
く
の
ほ
そ
道
』
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
木
曾
路
記
』『
東
西
遊
記
』

と
く
ら
べ
て
も
知
名
度
の
低
い
『
陸
奥
日
記
』
が
、
な
ぜ
江
戸
時
代
の
紀
行
の

代
表
作
と
い
え
る
の
か
。
板
坂
の
見
解
を
敷
衍
し
つ
つ
私
に
ま
と
め
れ
ば
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

　

代
表
作
と
は
、
多
く
の
共
通
点
を
持
つ
作
品
群
の
な
か
で
、
共
有
す
る
特
徴

を
い
か
し
て
最
高
の
到
達
度
を
示
し
た
も
の
と
の
認
識
に
よ
る
な
ら
ば
、『
お

く
の
ほ
そ
道
』
は
名
作
で
は
あ
っ
て
も
代
表
作
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

江
戸
の
紀
行
文
を
特
徴
づ
け
る
「
豊
か
な
情
報
」「
前
向
き
な
旅
人
像
」「
正
確

で
明
快
な
表
現
」
と
い
う
新
た
な
評
価
軸
に
合
致
し
な
い
た
め
で
あ
る
。『
お

く
の
ほ
そ
道
』が
中
世
ま
で
の
伝
統
的
な
紀
行
文
の
中
心
を
な
す
主
情
的
な「
旅
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の
愁
い
」
に
重
き
を
置
き
、
事
実
の
改
変
さ
え
も
行
っ
て
虚
構
的
な
文
学
世
界

を
描
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
し
か
し
江
戸
時
代
に
は
、
従
来
の
紀
行
文

に
は
見
ら
れ
な
い
新
た
な
潮
流
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、情
の
重
視
（
主
情
）

か
ら
知
の
重
視
（
主
知
）
へ
の
転
換
で
あ
り
、
そ
れ
を
決
定
づ
け
た
の
は
、『
木

曾
路
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
貝
原
益
軒
の
紀
行
文
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
背
景

に
は
、
世
情
不
安
定
な
中
世
（
憂
き
世
）
か
ら
泰
平
の
近
世
（
浮
き
世
）
へ
と

い
う
時
代
の
心
性
の
推
移
や
、
参
勤
交
代
に
よ
る
街
道
の
整
備
に
と
も
な
い
、

旅
が
憂
い
か
ら
解
放
さ
れ
、
娯
楽
と
し
て
の
旅
が
可
能
に
な
る
な
ど
の
環
境
変

化
が
存
在
す
る
。
正
確
で
豊
富
な
地
理
的
知
識
を
重
視
し
て
、
憂
い
な
く
前
向

き
に
旅
を
記
録
す
る
と
い
う
近
世
紀
行
文
の
特
徴
を『
東
西
遊
記
』『
陸
奥
日
記
』

も
当
然
、
備
え
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
特
筆
す
べ
き
は
、『
陸
奥
日
記
』
は
正
確
な
事
実
の
記
載
と
い

う
主
知
0

0

を
旨
と
し
つ
つ
も
、
旅
先
で
の
見
聞
に
触
発
さ
れ
て
歯
に
衣
着
せ
ぬ

「
私
」
の
心
情
を
吐
露
す
る
︳
︳
す
な
わ
ち
中
世
的
な
「
旅
の
愁
い
」
に
限
定

す
る
こ
と
な
い
主
情
0

0

を
描
き
得
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
今
古
和
漢
雅
俗
一
致
」

を
標
榜
す
る
久
足
は
、
中
世
ま
で
の
主
情
と
近
世
よ
り
の
主
知
と
い
う
、
新
旧

特
徴
を
ふ
た
つ
な
が
ら
に
備
え
た
紀
行
文
を
完
成
さ
せ
た
。
江
戸
の
紀
行
文
の

代
表
作
た
る
所
以
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、『
陸
奥
日
記
』
が
は
じ
め
て
全
文
翻
刻
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、文
学
・

歴
史
学
は
も
と
よ
り
、
国
語
学
・
民
俗
学
・
地
理
学
な
ど
、
多
く
の
学
問
分
野

で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
久
足
が
旅
し
た
土
地
に

生
ま
れ
、
育
ち
、
日
々
の
生
活
を
営
ん
で
き
た
方
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
希

望
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
往
時
の
姿
が
失
わ
れ
た

0

0

0

0

と
し
て
も
、
そ
の
土
地

と
、
土
地
に
根
ざ
し
た
人
々
の
生
活
が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
あ
り
、『
陸
奥
日
記
』
に
よ
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
土
地
の
記
憶

と
先
人
の
息
づ
か
い
を
取
り
も
ど
す

0

0

0

0

0

こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

注

（
1
）　

草
稿
・
浄
書
と
も
に
題
名
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
読
み
方
に
決
定

的
な
証
拠
を
得
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
久
足
は
書
名
の
由
来
と
な
る
歌
を
、
紀
行
中
に
詠
込

む
こ
と
が
多
い
。
本
作
に
お
い
て
も
、
書
名
へ
の
直
接
的
な
言
及
で
は
な
い
も
の
の
、
旅

を
終
え
て
、「
陸
奥
を
め
ぐ
り
こ
し
ま
に
時
す
ぎ
て
東
の
花
は
ち
り
に
け
る
か
な
」
と
の

歌
を
詠
ん
で
お
り
、
音
律
よ
り
ム
ツ
で
は
な
く
ミ
チ
ノ
ク
と
の
読
み
が
確
認
で
き
る
た
め
、

『
陸み

ち
奥の

く
日
記
』
と
読
む
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。


